
編集後記

2018年 3月 10日に法政大学新一口坂校舎501教室において.rグローバル会計学会」の設立会(議長.

菊谷正人)が開催され，引き続き「グローパル会計学会第 l回大会」が挙行された。また， 2018年8月4

日に法政大学新一口坂校舎501教室において，Iグローバル会計学会第 1回東日本部会」が開催された。

「グローバル会計学会第 l回大会」に参集され，濃密な議論に参加された会員は，下記のとおりである(五十

音順)。

五十嵐則夫(公認会計上)

石山宏 (山梨県立大学)

岩崎勇(九州大学)

岡本紀明 (立教大学)

金子友裕(東洋大学)

菊谷正人(法政大学)

近藤汐美(京都経済短期大学)

佐々木隆志(一橋大学)

神納樹史(東京経済大学)

徳山英邦(帝京大学)

藤井秀樹(京都大学)

本田良巳(大阪経済大学)

松下真也(松山大学)

吉田智也(中央大学)

池田公司(甲南大学)

市川紀子(駿河台大学)

白井邦彦(亜細亜大学)

ìr~1野光二 (兵庫大学)

金子善行(帝京大学)

許英姿(明治大学)

酒井朔子(嘉悦大学)

島本克彦(大和大学)

仙場胡丹(名古屋大学)

鳥飼裕一(東洋大学)

古庄修(日本大学)

馬 宏宏(上脊玉大学 [院])

溝上達也(松山大学)

依田俊伸(東洋大学)

石井明(横浜商科大学)

井上行忠(嘉悦大学)

大下勇二 (法政大学)

越智信仁(尚美学園大学)

椛田龍三 (専修大学)

古賀智敏(東海学園大学)

坂内慧(一橋大学)

白木俊彦(南山大学)

近田典行(崎玉大学)

中嶋隆一(明海大学)

星野一郎(広島大学)

松井泰員IJ (立教大学)

興三野禎倫(神戸大学)

量IJ 博(川口短期大学)

また， Iグローパル会計学会第 l同東日本部会」 に参集され，濃密な議論に参加された会員は，下記のと

おりである (五十音順)。

市川紀子(駿河台大学)

長田芙悠子(中央学院大学)

1:11]野和昭(法政大学[院])

坂内慧(一橋大学)

中l鳴隆一(明海大学)

里子村健太郎(愛知工業大学)

溝上達也(松山大学)

井上行忠(嘉悦大学)

金子友裕(東洋大学)

菊谷正人(法政大学)

島本克彦(大和大学)

仁木久本(税理上)

松井泰員IJ (立教大学)

吉田智也(中央大学)

日井邦彦(亜細亜大学)

金子善行(帝京大学)

酒井朔子(嘉悦大学)

高野裕郎(公認会計士)

西山一弘(帝京大学)

松下其也(松山大学)

依田俊伸(東洋大学)

本機関誌に掲載されている論文は，第 l回大会および第 l回東日本部会における報告を基調にしている。

各報告時聞は 30分(東日本部会以降は 35分)，参加者からの質疑応答は 10分(東日本部会以降は 15分)

であり，活発かつ建設的な討論に基づき，報告論文は加筆 ・修正された上で，編集委員会に提出された。編

集委員長に委託された複数の匿名レフリーにより，修正論文が査読され，再度，報告論文は修正され，受理

されている。

本機関誌の品質を向上 ・維持するために，編集 ・査読に関与された先生方，論文の執筆者の御尽力に対

して，深い謝意を表したい。

なお，学会報告論文のほかに，第 l回大会において行われた古賀智敏氏による「国際会計研究の論点と
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課題 ー匹l半世紀にわたる国際会計研究の歩みから ー」と題された記念講演も 特別記念論文として掲載さ

れている。

なお.11グローパル会計研究』創刊号より，国際標準逐次刊行物番号(ISSN: 2435-3590)を取得し，

研究成果を広く世に問うために市販の準備を進めている。そのため，刊行の予定が大幅に遅延したことを深

くお詫びしたい。

<Y昔、す>
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